
 
 
 

津 ⽥ 塾 ⼤ 学 2020 年 度 事 業 計 画  

Ⅰ   基 本 ⽅ 針  
  ⼥ 性 の た め の 質 の ⾼ い リ ベ ラ ル アー ツ 教 育 を ⽬ 指 し た 津 ⽥ 梅 ⼦ の 建 学 の 精 神 は、 津 ⽥ 塾 ⼤ 
学 の 教 育 理 念 と し て、 今 ⽇ に ⾄ る ま で 連 綿 と 受 け 継 が れ て い る。 建 学 以 来 の 伝 統 で あ る ⾼ 度 
な 英 語 教 育、 少 ⼈ 数 制 セ ミ ナー を 柱 と す る 教 育 は、 習 熟 度 別 ク ラ ス の 導 ⼊、 学 科 横 断 コー ス 
の 設 置 な ど の ⼯ 夫 を さ ま ざ ま に 重 ね つ つ、 そ れ ぞ れ の 時 代 の 要 求 す る ⾼ 度 な 能 ⼒ を 備 え た ⼈ 
材 を 社 会 に 送 り 出 し て き た。 し か し、 急 速 な グ ロー バ ル 化、 少 ⼦ 化 が 進 み、 ⼤ 学 間 競 争 が 激 
化 し つ つ あ る 現 在、 本 学 は ⼤ 学 と し て の ミッ ショ ン を 再 確 認 す る と と も に、 迅 速 に 教 育 改 ⾰ 
を 押 し 進 め、 他 ⼤ 学 に は な い 個 性 を 打 ち 出 す 必 要 に 迫 ら れ て い る。  
  津 ⽥ 塾 ⼤ 学 で は、 2017 年 に 中 ⻑ 期 ビ ジョ ン Tsuda   Vision   2030 を 策 定 し、 Tsuda   Vision  
2030 を 着 実 に 実 現 す る た め に、 2019 年 に 中 期 計 画 （ 2020 年 度ー 2023 年 度） を ⽴ 案 し た。 
2020 年 度 の 重 点 事 業 は こ の 中 期 計 画 に 沿っ て 実 施 す る。  
  ま た、 経 常 的 に 実 施 す る 事 業 に つ い て は、 以 下 の 基 本 ⽅ 針 で 実 施 す る。  

● 教 育・ 研 究 に つ い て、 引 き 続 き、 そ の 質 の 向 上 を 図 る  
● 教 育・ 研 究 の 各 側 ⾯ に お い て、 中 ⻑ 期 ビ ジョ ン を 視 野 に ⼊ れ、 必 要 な 改 ⾰ を 進 め る  
● 財 政 を さ ら に 改 善 す る  

  

 



 

Ⅱ   事 業 計 画  

1.   重 点 事 業  
2020 年 度 は 中 期 計 画 に 沿っ て 以 下 の 重 点 事 業 を 実 施 す る。 （詳 細 は 中 期 計 画 参 照）  
 

分 野  項 番  事 業  

教 育  1  新 設 学 部・ 学 科 等 の 設 置 計 画 実 施  

2  学 部 カ リ キュ ラ ム ⾒ 直 し  

3  学 部 ⼊ 試 改 ⾰  

4  ⼤ 学 院 改 ⾰  

学 ⽣ ⽀ 援  5  学 修 ⽀ 援 強 化  

6  奨 学 ⾦ 制 度 ⾒ 直 し  

7  進 路 ⽀ 援 強 化  

研 究  8  研 究 ブ ラ ン ディ ン グ  

9  研 究 実 施 体 制 の 整 備  

社 会 貢 献  10  ⽣ 涯 教 育  

施 設 整 備  11  建 築  

12  修 繕  

13  設 備 更 新  

財 務  14  資 ⾦ 計 画  

組 織・ 運 営 体 制  15  認 証 評 価  

16  職 員 ⼈ 事 強 化  

17  働 き ⽅ 改 ⾰  

18  業 務 改 善  

19  ガ バ ナ ン ス 機 能 の 向 上  

広 報  20  戦 略 的 広 報  

国 際 化  21  国 際 化 推 進  

記 念 事 業  22  120 周 年 記 念 事 業  
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2.   経 常 事 業  
基 本 ⽅ 針 に 従 い、 経 常 事 業 と し て 以 下 の 事 業 を ⾏ う。  

（教 育 分 野）  

2.1   正 課 教 育  
● 英 語 教 育  

○ 外 部 英 語 試 験 （学 芸 学 部 ⽂ 系 TOEFL-ITP 、 学 芸 学 部 理 系 TOEIC-IP 、 総 合 政 策 
学 部 TOEIC-IP ） 実 施  
学 芸 学 部 全 1 年 ⽣ 対 象。 ⼊ 学 時 お よ び 1 年 次 終 了 時 の 2 回  
総 合 政 策 学 部 全 1 年 ⽣ 〜 3 年 ⽣ 対 象。 年 1 回  

○ e-learning 教 材 の 活 ⽤  
英 語 の 基 礎 ⼒ 増 強 と 授 業 外 学 習 の た め に e-learning 教 材 を 活 ⽤  
対 象 は 1 年 ⽣、 ⼊ 学 前 教 育、 教 材 教 具 論 関 連 科 ⽬ 受 講 者、 ⼤ 学 院 ⽣  

● TA の 活 ⽤  
○ ティー チ ン グ・ ア シ ス タ ン ト （ TA ） 活 ⽤ に よ る 学 習 相 談・ 履 修 指 導  
年 間 17 科 ⽬、 TA30 名 程 度  

○ 受 講 者 が 多 い 授 業 科 ⽬ に ク ラ ス・ ア シ ス タ ン ト （ CA ） を 配 置  
年 間 20 ク ラ ス 程 度  

● ⼤ 学 院 ⽣ 研 究 活 動 ⽀ 援 費 ⽀ 給  
2017 か ら 2019 年 度 と 同 程 度 を 予 定。 総 額 90 万 円。  

● FD ⽀ 援 費 に よ る プ ロ ジェ ク ト を 実 施  
教 育・ 学 習 ⽅ 法 等 改 善 の た め の 事 業 に つ い て の 経 費 を 補 助。 総 額 200 万 円。  

● ラ イ ティ ン グ ス キ ル 向 上 の た め の 少 ⼈ 数 (20 ⼈ 以 下) 授 業 科 ⽬ の 開 講  
○ 1 年 次 レ ベ ル の 英 語 ラ イ ティ ン グ に 特 化 し た 授 業   44 ク ラ ス 開 講 予 定  
○ 2 年 次 レ ベ ル の 英 語 ラ イ ティ ン グ に 特 化 し た 授 業   45 ク ラ ス 開 講 予 定  
○ 3 年 次 レ ベ ル の 英 語 ラ イ ティ ン グ に 特 化 し た 授 業   28 ク ラ ス 開 講 予 定  
○ ⽇ 本 語 ラ イ ティ ン グ に 特 化 し た 授 業   ８ ク ラ ス 開 講 予 定  

● 学 外 学 修 科 ⽬ （イ ン デ ペ ン デ ン ト ス タ ディ、 イ ン ター ン シッ プ、 サー ビ ス ラー ニ ン 
グ） の 継 続  

● 国 際 化 推 進 科 ⽬ の 実 施  

2.2   学 ⽣ ⽀ 援  

2.2.1   国 際 セ ン ター 事 業  
● 協 定 校 と の 交 換・ 派 遣 留 学 制 度 の 継 続 お よ び 拡 ⼤  

○ 学 ⽣ 交 流 協 定 ⼤ 学 12 ヶ 国 29 ⼤ 学  
○ 新 規 協 定 候 補 ⼤ 学 と の 交 渉 （ベ ト ナ ム、 ア メ リ カ 合 衆 国）  
○ 包 括 協 定 の 締 結 （ア イ ル ラ ン ド、 英 国）  

● 海 外 留 学、 海 外 語 学 研 修、 海 外 研 修 等 の 活 動 の ⽀ 援 （奨 学 ⾦ 等 獲 得 ⽀ 援 を 含 む）  
● 奨 学 ⾦ 制 度 の 継 続 実 施    
＜ 本 学 奨 学 ⾦ ＞                
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○ 協 定 に 定 め ら れ た 受 ⼊ 交 換 留 学 ⽣ へ の 給 付 奨 学 ⾦ ︓ １ヶ ⽉ 8 万 円、 半 期 留 学 5 
か ⽉ ／ 1 年 留 学 10 ヶ ⽉ を 上 限  

○ 海 外 留 学 （派 遣・ 受 ⼊） 奨 学 ⾦ ︓ 給 付 奨 学 ⾦ 1 ⼈ 50 万 円 を 上 限  
○ 海 外 活 動 奨 励 ⾦   給 付 奨 学 ⾦ ︓ 45 ⼈ （ 1 ⼈ 8 万 円 を 上 限 １ 年 ⽣ 優 先 枠 あ り）  
○ 海 外 語 学 研 修 奨 学 ⾦   給 付 奨 学 ⾦ ︓ 50 ⼈ （ 1 ⼈ 8 万 円 を 上 限   英・ 仏・ 独・ 
⻄・ 中・ 韓・ 露 の ７ヶ 国 語 対 象）  

○ 卒 業 ⽣ の 寄 付 に よ る 派 遣 留 学 奨 学 ⾦   給 付 奨 学 ⾦ ︓ 若 ⼲ 名 （寄 付 を 原 資 と 
し、 1 ⼈ 100 万 円 を 上 限）  

＜ 学 外 奨 学 ⾦ ＞  
○ ⽇ 本 学 ⽣ ⽀ 援 機 構 海 外 留 学 ⽀ 援 制 度 （協 定 派 遣・ 協 定 受 ⼊・ 短 期 派 遣） に よ 
る 給 付 奨 学 ⾦ の 獲 得 お よ び ⽀ 給 継 続 実 施  

○ ⽇ 本 学 ⽣ ⽀ 援 機 構 海 外 留 学 ⽀ 援 制 度 （⼤ 学 院 学 位 取 得 型） 在 学 ⽣ 応 募 ⽀ 援 お 
よ び 採 ⽤ 者 へ の ⽀ 給 継 続 実 施  

○ 官 ⺠ 協 働 海 外 留 学 ⽀ 援 制 度 〜 ト ビ タ テ︕ 留 学 JAPAN ⽇ 本 代 表 プ ロ グ ラ ム 〜 に 
よ る 給 付 奨 学 ⾦ の 獲 得 ⽀ 援 お よ び ⽀ 給 継 続 実 施  

○ ⽇ 本 学 ⽣ ⽀ 援 機 構 留 学 ⽣ 受 ⼊ 促 進 プ ロ グ ラ ム （学 習 奨 励 費） に よ る 給 付 奨 学 
⾦ の 獲 得 お よ び ⽀ 給 継 続 実 施  

○ 外 国 ⼈ 留 学 ⽣ 対 象 ⺠ 間 奨 学 ⾦、 お よ び 留 学 ⽀ 援 の た め の 各 種 奨 学 ⾦ の 獲 得 ⽀ 
援  

● 個 別 相 談、 留 学 フェ ア、 協 定 校 説 明 会 等 各 種 説 明 会、 「津 ⽥ 塾 ⽣ の た め の 留 学 ハ ン 
ド ブッ ク」、 「国 際 セ ン ター Newsletter 」 に よ る 留 学・ 海 外 活 動 ⽀ 援 情 報 の 提 供  

● 危 機 管 理 説 明 会、 「留 学 ⽣ 危 機 管 理 サー ビ ス OSSMA 」 利 ⽤ 等 に よ る 危 機 管 理 の 注 意 
喚 起 お よ び 体 制 整 備  

● 語 学 研 修 実 施  
○ 夏 期 ︓ ヨー ク ⼤ 学 （英 国）、 マ ギ ル ⼤ 学 （カ ナ ダ）、 イ ン ディ ア ナ ⼤ 学 パー 
デュー ⼤ 学 イ ン ディ ア ナ ポ リ ス （ア メ リ カ）、 キ ン グ ス ト ン ⼤ 学 （英 国） の 
継 続 実 施  

○ 春 期 ︓ キ ン グ ス ト ン ⼤ 学 （英 国） の 継 続 実 施  
● 国 際 交 流 ⽅ 針 に 基 づ く ､ High   Level 協 定 校 へ の 留 学 促 進 の た め の 英 語 強 化 プ ロ グ ラ 
ム、 英 ⽂ ラ イ ティ ン グ 講 座 （ E-mail ） を 継 続 実 施、 IELTS 学 内 試 験 の 継 続 実 施 （ 後 期 
年 2 回、 各 回 20 名 に 受 験 料 10,000 円 補 助）  

●   本 学 で の 研 修、 訪 問 団 等 の 受 ⼊ れ の 継 続  
● UNHCR   難 ⺠ ⾼ 等 教 育 プ ロ グ ラ ム に よ る 奨 学 ⾦ ⽀ 給 ︓ ⽇ 本 学 ⽣ ⽀ 援 機 構 給 付 奨 学 ⾦ 
と の 併 給 制 度 実 施  

● TOEFL-ITP の 実 施 （⼩ 平 3 回、 千 駄ヶ ⾕ 3 回 ／ 年）  
● NAFSA 年 次 ⼤ 会 へ の 参 加  
●   冊 ⼦ 「 Study   Abroad   Program 」 の 作 成、 協 定 校、 受 ⼊ 決 定 留 学 ⽣ 等 へ の 広 報 の 拡 充  
●   OSSMA 加 ⼊ ⼿ 続 き （協 定 校 留 学 者、 語 学 研 修 参 加 者、 本 学 の 奨 学 ⾦ 受 給 者）  

2.2.2   キャ リ ア セ ン ター 事 業  
● キャ リ ア・ セ ン ター 千 駄ヶ ⾕ ブ ラ ン チ の 運 営  
● キャ リ ア カ ウ ン セ ラー に よ る 個 別 相 談  

             年 間 の 個 別 相 談 数 の べ 1500 件 ⾒ 込 み  
● キャ リ ア 教 育 科 ⽬ 開 講  

         4 科 ⽬ を 開 講。 の べ 200 名 以 上 の 履 修 者 登 録 者 を ⽬ 指 す  
● 低 学 年 の キャ リ ア プ ラ ン 形 成 の た め の ガ イ ダ ン ス の 実 施  
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● 就 職 活 動 の 各 段 階 に お い て、 様々 な 学 ⽣ の ニー ズ に 応 え る ガ イ ダ ン ス の 実 施  
（業 界 研 究 講 座、 教 員 採 ⽤ 試 験、 公 務 員 採 ⽤ 試 験 の た め の プ ロ ブ ラ ム、 ⼤ 学 院 進 学 
説 明 会、 マ ス コ ミ 講 座 な ど ８ ０ 講 座）  

● ⼩ 平 キャ ン パ ス に 加 え、 千 駄ヶ ⾕ キャ ン パ ス に て 学 内 公 務 員 対 策 講 座 を 実 施  
● PROG テ ス ト を １ 学 年 と ３ 学 年 に 実 施 し、 リ テ ラ シー と コ ン ピ テ ン シー の 変 化 を 測 
定 し、 キャ リ ア ⽀ 援 の 際 の 指 標 と す る。  

2.2.3   ラ イ ティ ン グ セ ン ター 事 業  
● ⽇ 本 語 お よ び 英 語 ラ イ ティ ン グ に 対 す る 個 別 相 談 の 継 続 （⽬ 標 ︓ 延 べ 450 件）  
● ⼩ 平 キャ ン パ ス の み な ら ず 千 駄ヶ ⾕ キャ ン パ ス で も ⽇ 本 語 ラ イ ティ ン グ の 個 別 相 談 
を 実 施  

● 初 年 時 教 育 の ⼀ つ と し て、 学 部 新 ⼊ ⽣ を 対 象 と し た 「レ ポー ト の 書 き ⽅ 講 座」 の 実 
施 （⽬ 標 ︓ 全 新 ⼊ ⽣ の 受 講）  

● 「レ ポー ト の 書 き ⽅ ⼩ 冊 ⼦」 の Web 化  
● ⾼ 校 ⽣ エッ セー・ コ ン テ ス ト に よ る ⾼ ⼤ 連 携 事 業 の 継 続 （⽬ 標 ︓ 応 募 件 数 700 件）  

2.2.4   学 外 学 修 セ ン ター 事 業  
● ⽂ 部 科 学 省 2015 年 度   ⼤ 学 教 育 再 ⽣ 加 速 プ ロ グ ラ ム （ AP ）  
テー マ Ⅳ   ⻑ 期 学 外 学 修 プ ロ グ ラ ム （ギャッ プ イ ヤー） 採 択 事 業 実 施  

● 学 内 広 報 の 強 化、 学 外 広 報 の 強 化  
● 学 ⽣ の 送 出 し 開 始 （１ カ ⽉ 以 上 の ⻑ 期 学 外 学 修 活 動 へ の 送 出 し ⽬ 標 ︓ 80 ⼈）  
● 活 動 に 必 要 な 倫 理 教 育 の 実 施  
● 活 動 中 の 安 全 管 理 体 制 の 強 化  
● 国 内 外 に お け る ⻑ 期 学 外 学 修 活 動 受 ⼊ 先 の 開 拓 （⽬ 標 ︓ 新 規 5 件）  

2.2.5   修 学 ⽀ 援 事 業  
● ⼤ 学 院 修 学 奨 励 奨 学 ⾦ （給 付）  
⼤ 学 院 ⽣ へ の 給 付 奨 学 ⾦ に よ り、 優 秀 な ⼊ 学 志 願 者 を 増 や し、 成 績 上 位 者 で 経 済 的 
困 難 を 抱 え る ⼤ 学 院 ⽣ の 修 学 ⽀ 援。 学 費 の 半 額 を 修 ⼠ 課 程 8 名 に 2 年 間、 博 ⼠ 課 程 3 名 
に 3 年 間 ⽀ 給。  

● 予 約 給 付 型 奨 学 ⾦ 「＜ 津 ⽥ ス ピ リッ ト ＞ 奨 学 ⾦」  
成 績 優 秀 で 経 済 的 困 難 を 抱 え る 地 ⽅ か ら の 進 学 者 を ⽀ 援。 50 万 を 4 年 間 ⽀ 給。  

● 寄 付 に よ る 給 付 型 奨 学 ⾦ 「  Atsuko   Onda   Craft   ＆   Yasuko   Onda   Chikada   Scholarship 」 の 
制 定。 成 績 優 秀 で 経 済 的 困 難 を 抱 え る 学 ⽣ を ⽀ 援。 年 額 100 万 円 を 最 ⼤ ３ 名 に ⽀ 給。  

● セ ミ ナー を 中 ⼼ と し た 担 当 教 員 に よ る 「き め 細 か い 学 ⽣ 指 導」 に よ る 修 学 ⽀ 援 を 強 
化  

2.2.6   課 外 活 動 ⽀ 援 事 業  
● 課 外 活 動 奨 励 ⾦  
サー ク ル 活 動 を ⽀ 援 し、 キャ ン パ ス ラ イ フ に お け る ⽂ 化・ 学 術 活 動 の 活 性 化 を 図 る  

● 津 ⽥ 塾 祭 援 助 ⾦  
津 ⽥ 塾 祭 の 活 性 化 を 図 る  

2.2.7   ウェ ル ネ ス・ セ ン ター 事 業  
● 学 ⽣ 及 び 教 職 員 の 健 康 管 理 に 係 る 企 画、 調 査 及 び 報 告 書 作 成  
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● 学 ⽣ 及 び 教 職 員 の 健 康 診 断 の 企 画、 実 施 （⼤ 学 ⽣ 精 神 医 学 的 チェッ ク リ ス ト （Ｕ Ｐ 
Ｉ） を ⽤ い て 新 ⼊ ⽣ の ⼼ ⾝ の 健 康 状 態 を 把 握）  

● 学 ⽣ 及 び 教 職 員 の 各 種 相 談 （健 康、 学 ⽣ ⽣ 活 等）  
● 学 ⽣ 及 び 教 職 員 の 救 急 処 置  

2.2.8   イ ン ク ルー シ ブ 教 育 ⽀ 援 事 業  
● イ ン ク ルー シ ブ 教 育 ⽀ 援 室 お よ び イ ン ク ルー シ ブ 教 育 ⽀ 援 活 動 室 に お け る 活 動 を 継 
続  

（研 究 分 野）  

2.4   研 究  
● 特 別 研 究 費  

18 件、 総 額 842 万 の 研 究 プ ロ ジェ ク ト 実 施  
● 研 究 ブ ラ ン ディ ン グ 事 業 ⽀ 援  

150 万 円 x5 年 間 の 2 年 ⽬  
● 教 育 研 究 ⽀ 援 体 制 の 充 実  
● 外 部 資 ⾦ 獲 得 を 図 り、 新 規 事 業 へ の 申 請 お よ び 採 択 に 向 け て 取 り 組 む。  
● 各 種 外 部 資 ⾦ 獲 得 の た め の 試 ⾏ 的 な 企 画 に 対 す る 予 算 と 採 択 事 業 実 施 運 営 に 関 わ る 
経 費 を 措 置  

● 法 令 そ の 他 学 内 規 則 を 遵 守 し た 適 正 な 外 部 資 ⾦ の 管 理 運 営 の た め コ ン プ ラ イ ア ン ス 
研 修 会 や e-learning に よ る 研 修 を 実 施  

● ⼥ 性 研 究 者 ⽀ 援 セ ン ター の 運 営 継 続  

（社 会 貢 献 分 野）  

2.5   外 部 連 携・ 社 会 貢 献  

2.5.1   津 ⽥ 梅 ⼦ 記 念 交 流 館 事 業  
● 津 ⽥ 塾 フォー ラ ム  
市 ⺠ ⽣ 涯 学 習 ⽀ 援、 地 域 活 動 ⽀ 援 な ど の 公 開 講 座 約 20 講 座 程 度 開 講 予 定  
在 校 ⽣ の 英 語 ⼒ 強 化 プ ロ グ ラ ム   約 10 講 座 程 度 開 講 予 定  

● ⾃ 主 フォー ラ ム  
同 窓 ⽣ や 在 学 ⽣、 教 職 員 が 中 ⼼ と な り、 ⾃ 主 的 に 企 画 運 営 さ れ る イ ン ター ネッ ト を 
使っ た 交 流 の 場 を 運 営  

2.5.2   TOU （津 ⽥ オー プ ン・ ユ ニ バー シ ティ） 事 業  
● 過 去 開 講 し て い た オー プ ン ス クー ル か ら 継 承 し た 講 座 を、 現 在 の リ カ レ ン ト 教 育 の 
需 要 に 合 わ せ た 講 座 と し て 継 続 実 施  
2019 年 度 よ り 開 始 し た 渋 ⾕ ハ チ コ ウ ⼤ 学 を 継 続 実 施  

2.5.3   連 携 推 進 セ ン ター 事 業  
● 連 携 協 定 先 と の 連 携 事 業 実 施  
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2.5.4   そ の 他 の 外 部 連 携・ 社 会 貢 献 事 業  
● 国 連 難 ⺠ ⾼ 等 弁 務 官 事 務 所 UNHCR ⾼ 等 教 育 プ ロ グ ラ ム に よ る 難 ⺠ 学 ⽣ 受 け ⼊ れ と そ 
の た め の 修 学 ⽀ 援 奨 学 ⾦ ⽀ 給 を 継 続 実 施  

● 国 連 ア カ デ ミッ ク・ イ ン パ ク ト (UN   Academic   Impact) を 活 ⽤ し て、 地 球 的 規 模 の 課 
題 解 決 へ 貢 献 す る 取 り 組 み を 実 施  

● 多 摩 ア カ デ ミッ ク コ ン ソー シ ア ム （ TAC ） の 活 動 を 継 続  
● GTI コ ン ソー シ ア ム の 活 動 を 継 続  
● EU   Institute   in   Japan （ EUIJ ） の 活 動 を 継 続  
● ⽇ 加 戦 略 的 留 学 ⽣ 交 流 促 進 プ ロ グ ラ ム ⽇ 本 コ ン ソー シ ア ム （ JACAC ） の 活 動 を 継 続  
● 東 京 外 国 語 ⼤ 学、 ⼀ 橋 ⼤ 学、 沖 縄 ⼤ 学、 電 気 通 信 ⼤ 学 と の 単 位 互 換 制 度 を 継 続  
● ⼤ 学 院 単 位 互 換 制 度 （⼤ 学 院 数 学 連 絡 協 議 会、 ⼤ 学 院 英 ⽂ 学 専 攻 課 程 協 議 会、 enPit 
） を 継 続  

● ダ イ バー シ ティ 研 究 環 境 実 現 イ ニ シ ア ティ ブ （牽 引 型） 実 施 継 続  

（広 報 分 野）  

2.6   広 報  

2.6.1   学 ⽣ 募 集  
● ガ イ ド ブッ ク 制 作  
● 学 外 進 学 相 談 会、 ⾼ 校 教 員、 ⾼ 校 ⽣ に 対 す る ⼤ 学 説 明 を 2018 年 度 と 同 程 度 に 実 施  
（参 考）  2019 年 度 参 加 実 績  
⾼ 校 内 ⼤ 学 説 明 会 及 び ガ イ ダ ン ス 参 加 41 、 模 擬 授 業 23 、  指 定 校 関 連 ⾼ 校 訪 問 88  

● オー プ ン キャ ン パ ス  
      ⼩ 平 キャ ン パ ス ︓ 7 ⽉ 中 旬、 8 ⽉ 中 旬 （ 2 ⽇ 連 続） 3 ⽉ 末、 千 駄ヶ ⾕ キャ ン パ ス ︓ 7 ⽉ 初 
      旬、 8 ⽉ 中 旬 （⼩ 平 で 2 ⽇ 連 続） 3 ⽉ 末 実 施 予 定  

● 授 業 体 験 day@ 津 ⽥ 塾  
⼩ 平 キャ ン パ ス、 千 駄ヶ ⾕ キャ ン パ ス ︓ 9 ⽉ 実 施 予 定  

● 受 験 ⽣ に ク リ ス マ ス カー ド 発 送 発 送 予 定  
● ウェ ブ に よ る 出 願 の 継 続 で 受 験 ⽣ の 利 便 性 を 向 上  
● 3 ⽉ オー プ ン キャ ン パ ス 告 知 Ｄ Ｍ を 1 都 ３ 県 の ⾼ 校 ⽣ に 発 送  
● 海 外 で の ⾼ 校 訪 問、 進 学 相 談 会 参 加、 ⽇ 本 国 内 の ⽇ 本 語 学 校 で 学 ぶ 留 学 ⽣ を 対 象 と 
し た 説 明 会 に 参 加 し、 本 学 へ の 留 学 希 望 者 向 け 広 報 を 拡 充 す る  

● ⾼ 校 ⽣ を ⼤ 学 ウェ ブ サ イ ト に 誘 導 す る た め に 訴 求 ⼒ の ⾼ い 広 報 ツー ル と し て イ ン ス 
タ グ ラ ム を 開 始 す る  

2.6.2   ⼤ 学 広 報  
● 津 ⽥ 塾 ⼤ 学 公 式 Web サ イ ト 運 営  
● 学 外 広 報 誌 『 Tsuda   Today 』 発 ⾏  
● 学 ⽣・ 教 員・ 職 員 の 編 集 に よ る オ フィ シャ ル ウェ ブ マ ガ ジ ン “plum   garden” の 継 続  
● 保 護 者 の た め の ガ イ ダ ン ス を 実 施  
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（組 織・ 運 営 体 制 分 野）  

2.7   組 織・ 運 営 体 制  
● IR （ Institutional   Research ） 推 進  
● SD （ Staff   Development ） 研 修  

○ 教 育 研 究 の ⽀ 援 の ⼀ 翼 を 担 う 職 員 の 実 務 能 ⼒ の 向 上 た め SD 研 修 実 施  
○ 職 員 対 象 に グ ロー バ ル 化 推 進 ⽀ 援 SD 研 修 を 実 施  

 
 
         
  

8  



 

Ⅲ   予 算 の 概 要  
  事 業 活 動 収 ⽀ の 経 常 収 ⽀ 差 額 は 149 百 万、 基 本 ⾦ 組 ⼊ 前 当 年 度 収 ⽀ 差 額 は 39 百 万 で、 ど ち 
ら も ⿊ 字 を 確 保 し て い る。 ま た、 資 ⾦ 収 ⽀ の 翌 年 度  繰 越 ⽀ 払 資 ⾦ は 690 百 万 で あ り、 ⽬ 安 と 
し て い る 500 百 万 以 上 の ⼿ 元 資 ⾦ を 確 保 し て い る。  
  以 下、 事 業 活 動 収 ⽀ 予 算 書 と 資 ⾦ 収 ⽀ 予 算 書 に つ い て、 2019 年 度 予 算 に 対 す る 2020 年 度 
予 算 の 主 な 増 減 と そ の 要 因、 お よ び、 特 記 す べ き 収 ⼊・ ⽀ 出 を ⽰ す。  

事 業 活 動 収 ⽀ 予 算 書  
 

経 常 収 ⽀ 差 額  149 百 万  

基 本 ⾦ 組 ⼊ 前 当 年 度 収 ⽀ 差 額  39 百 万  

 
主 な 増 減 （前 年 度 予 算 対 ⽐） と そ の 要 因  

  科 ⽬  増 減  要 因  

収 
⼊  

1  学 ⽣ ⽣ 徒 等 納 付 ⾦  149 百 万 増  総 合 政 策 学 部 4 年 ⽬ の 学 ⽣ 増  

2  寄 付 ⾦  27 百 万 増  120 周 年 募 ⾦ 増 収 ⾒ 込 み  

3  補 助 ⾦  57 百 万 減  経 常 費 補 助 ⾦ 減 収 ⾒ 込 み  

4  付 随 事 業 収 ⼊  11 百 万 減  公 開 講 座 収 ⼊ （ TOU 他） 減 収 ⾒ 込 み  

⽀ 
出  

1  ⼈ 件 費  125 百 万 増  総 合 政 策 学 部 学 年 進 ⾏ に 伴 う ⾮ 常 勤 教 員 増 
22 百 万 増、 共 済 掛 ⾦ 他 17 百 万 増、 職 員 46 
百 万 増、 退 職 給 与 引 当 ⾦ 繰 ⼊ 額 39 百 万 増  

2  教 育 研 究 経 費  25 百 万 減  2019 年 度 は 本 館 耐 震 改 修 ⼯ 事、 セ ン ター 
オ フィ ス リ ニュー ア ル を ⾏っ た た め、 経 費 
（⼿ 数 料・ 報 酬） が 通 常 よ り 多 かっ た  

 
特 記 す べ き 収 ⼊  
  な し  
特 記 す べ き ⽀ 出  

1. 退 職 給 与 引 当 ⾦ 特 別 繰 ⼊ 額   78  百 万 （繰 ⼊ 年 数 10 年 の 10 年 ⽬）  
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資 ⾦ 収 ⽀ 予 算 書  
 

翌 年 度 繰 越 ⽀ 払 資 ⾦  690 百 万  

 
主 な 増 減 （前 年 度 予 算 対 ⽐） と そ の 要 因  

  科 ⽬  増 減  要 因  

収 
⼊  

1  そ の 他 の 収 ⼊  170 百 万 増  ⼩ 平 キャ ン パ ス マ ス ター プ ラ ン の 実 施 に 伴 
い、 第 2 号 基 本 ⾦ 引 当 特 定 資 産 を 270 百 万 
取 り 崩 す （前 年 度 取 り 崩 し 90 百 万）  

学 ⽣ ⽣ 徒 等 納 付 ⾦、 寄 付 ⾦、 補 助 ⾦、 付 随 事 業 収 ⼊ の 増 減 は 事 業 活 動 収 ⽀ と 同 ⼀  

⽀ 
出  

1  ⼈ 件 費  75 百 万 増  教 員 39 百 万 増、 職 員 46 百 万 増、 退 職 ⾦ ⽀ 
出 10 百 万 減  

2  教 育 研 究 経 費  14 百 万 減  事 業 活 動 収 ⽀ と 同 様、 た だ し、 減 価 償 却 額 
除 く  

3  施 設 関 係 ⽀ 出  448 百 万 増  図 書 館 新 書 庫 空 調 更 新、 図 書 館 旧 書 庫 耐 震 
改 修、 南 校 舎 耐 震 改 修、 １ 号 館 ト イ レ 改 
修、 交 流 館 増 築 部 空 調 更 新、 1 号 館 エ レ 
ベー ター リ ニュー ア ル、 ア リ ス 館 ２ 階 休 養 
室 拡 張、 図 書 館 照 明 LED 化、 BCP 対 応、 ⼩ 
平 キャ ン パ ス マ ス ター プ ラ ン の 建 設 仮 勘 定  
 
合 計 674 百 万 （ 2019 年 度   226 百 万）  

4  設 備 関 係 ⽀ 出  132 百 万 増  CALL シ ス テ ム 更 新  

5  資 産 運 ⽤ ⽀ 出  205 百 万 減  第 2 号 基 本 ⾦  
引 当 特 定 資 産 繰 ⼊ 終 了  

 
 

以 上  
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